
1977年以前出上の木簡

大
阪
・郡
家
川
西
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
高
槻
市
郡
家
本
町

・
清
福
寺
町

。
川
西
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
〇
年

（昭
４５
）

一
〇
月
ぞ

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
大
阪
府
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
堀
江
門
也

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
中
期

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

芥
川
の
西
に
位
置
す
る
こ
の
遺
跡
の
あ
る

一
帯
は
、
古
く
か
ら
三
島
地
方
の

中
心
地
で
あ
り
、
ま
た

「郡
家
」
の
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
鳴
上
郡

衛
の
所
在
地
に
比
定
さ
れ
て
き

た
。　
一
九
六
五
年
か
ら
こ
の
地

の
調
査
が
開
始
さ
れ
成
果
を
挙

げ
て
き
た
が
、　
一
九
七
〇
年
に

は
宅
地
造
成
に
伴
う
調
査
が
実

施
さ
れ
た
。
調
査
区
は
川
西
小

学
校
の
北
西
に
隣
接
す
る
地
域

で
、
調
査
面
積
は
造
成
予
定
地

の
未
造
成
分
約
四
五
〇
ゴ
で
あ

る
。
調
査
で
は
掘
立
柱
建
物

一
四
棟
、
木
簡
が
出
上
し
た
井
戸

一
基
な
ど
の
遺

構
が
検
出
さ
れ
た
。
井
戸
は
調
査
区
の
中
央
付
近
に
あ
り
、
二

・
五
ｍ
×
二

・

九
ｍ
の
不
整
形
の
隅
丸
方
形
の
掘
形
内
に
、
上
面
で
直
径

一
ｍ
、
底
面
で
○

・

九
ｍ
の
大
き
さ
を
持
ち
、
深
さ
は
二

・
八
ｍ
を
測
る
。
底
か
ら
地
表
面
ま
で
す

べ
て
川
原
石
を
用
い
た
石
紅
が
な
さ
れ
て
お
り
、
中
央
部
で
や
や
胴
張
り
が
あ

る
。
こ
の
井
戸
か
ら
は
木
簡
の
ほ
か
、
多
数
の
完
形
の
土
師
器
、
耳
環
、
鉄
鏃

な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
土
節
器
の
中
に
は

「上
郡
」
の
墨
書
を
持
つ
も
の
が

あ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

ω

　

「
小
□
□
」
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ｏ受
μ貿
∞
昌

９
　
関
係
文
献

大
阪
府
教
育
委
員
会

『鳴
上
郡
衝
跡
発
掘
調
査
概
要
Ⅳ
』
翁
大
阪
府
文
化
財
調

査
概
要
一
九
七
〇
十
一
』
　

一
九
七
一
年
）

高
槻
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『高
槻
市
史
』
第
六

（
一
九
七
三
年
）（鷺
森
浩
幸
）

(京都西南部)




